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乳児股関節エ コ ー セ ミ ナー

新潟県 は ま ぐみ小児療育セ ン タ ー

畠 山 征 也

要 旨 日 本整形外科超音波研究会教育研修委員会 は基本的 に 年 2 巨し Graf 法 に よ る 乳児先天股
脱の超音波診断法の普及を 目 的 と し て ， 乳児股関節 エ コ ー セ ミ ナ ー を 行 っ て き た 平成 19 年 (2007
年) 度末 ま で に 44 回開催 し ， 704 :g， が受部 し て い る 全国 に 本法 に よ る 検診が行わ れ る よ う に な る
こ と を 期待 し て い る

は じ め に

昭 和 田 年 ( 1980 年) オ ー ス ト リ ア の R. Graf が

初 め て 乳児先天股J1見 に 対す る 系統的超音波診断法

を 発表 し た . 本法 は 放射線被l爆の恐れがな く ， 患

者 に 苦痛 を 与 え ず， 装置が簡便で外来で検者 自 ら

が リ ア ル タ イ ム に 患部の動的観察がで き る な ど の

利 点 か ら ， 欧米で は 急速 に 普及 し て い っ た . 本チlí

で は 昭 和 61 年 ( 1 986年 ) 6 月 に 名 古屋 で 開催 さ れ

た 第 3 回 先天股脱予防研究会 (会長 : 111 田 順亮) で

主 題 に 取 り 上 げ ら れ， 8 題 の 発表 が あ っ た し か

し ， 参加者の反応は 乏 し く ， む し ろ 馬鹿 に し た よ

う な も の で あ っ た .

セ ミ ナーの開始

以 上 の よ う な こ と か ら ， 超音波診断法の 啓蒙 と

普及が必要 と 判断 さ れ， 当 時 の 大阪 医 大の 小野村

敏信教授 の 尽 力 に よ り ， オ ー ス ト リ ア か ら Graf

本 人 を 招牌 し ， 昭和 62 年 (1987年) 5 月 に 第 l 回 セ

ミ ナ ー が大阪で、開催 さ れて 13 名 が受講 し た . さ

ら に 昭 和 63 年 (1988年) 12 月 に Graf と 同 じ 病 院

の 小 児 科 医 の Fuchs が第 2 回 セ ミ ナ ー を 行 い 14

名 が受講 し た そ し て ， 平成元年 ( 1989年) 日 本整

形外科超音波研究会が発足 し ， 教育研修委員会が

組織 さ れ た の を き っ か け に ， Graf の も と で直接研

図 1. 正常股関節の解剖 (a) と 超音波画像 (b)

修を 受 け た 5 名 を ス タ ッ フ と し て ， セ ミ ナ ー を 年

2 回開催す る こ と が決 め ら れ た .

セ ミ ナーの講義内容

1 ) 乳児股関節の解剖 と超音波画像 (図 1 )

Graf 法 の 特徴 は 側 臥位 でト乳児 の 大I伝子部長制|

上 に 探l蹴触子 を 当 て ， モ ニ タ ー に は 上が頭側， 右

が体表， 下が足側 と 描 出 さ れ る よ う に セ ッ ト す る .

す な わ ち 立位像で観察す る . ま た ， 両側 を 同 時 に

撮影 は で き な い こ と か ら ， 左右股関節 と も 同様 の

画像を描出 す る . し た が っ て 左右 の い ずれかが分

か る よ う に 画面 に 印 を つ け て お く 必要があ る . 画

像 で は ， 大腿骨 上部骨幹端の 骨化部， 大i伝子商部，

Key WOl"ds : DDH (先天股脱) ， ultrasonographic examination (超音波検査) ， Graf 's method ( グ ラ ー フ 法)
連絡先 ・ 干 951-8121 新潟市中央区水道町 1-5932 新潟県は ま ぐみ小児療育セ ン タ ー 畠山征也 電話 (025) 266-0151

186 



a 

骨性臼蓋線

軟骨性臼蓋線

基線
図 2. Typ巴 分類に必要な計測線 (a) と 角 度 (b)

a Type 1I 
求心性 やや不良
50・ < 0: < 5 9 ・ 、 β >55・

Type 1 1  a 生後 3 カ 月 まで
Type IJ b 生後 3 カ 月 以降

図 4. Type 1I の模式図 (a) と 画像 (b)

関節包， I其HfIJ唇， 軟骨性 臼葦， JI若骨外壁， 骨F性臼

蓋， 腸骨下端 な ど が見分 け ら れ る よ う に 読影法が

講義 さ れ る .

2 ) 画像の計測

画像 に 3 本の計測線 を 引 き ， そ の線か ら 作 ら れ

る α， 戸 の 2 つ の 角 を 測 り Type 分類 に 利用 す る

(図 2)

a ) 基線 (base line) : 臼蓋軟骨!肢が腸骨外壁 に

接す る 点か ら 腸骨外壁 に 沿 っ て 下 し た 線であ る 臼

葉軟骨JJ臭 と 腸骨外壁 と の境界が明確 に 判別 で き な

い 場合 は ， !J君骨外壁像の 内 側 に 沿 っ た 線 を 引 き 代

用 す る .

b ) 骨性臼蓋線 (bony roof line) : 腸骨下端か

ら 骨'性 臼薫に 沿 っ て 引 い た 接線であ る .

c ) 軟骨性臼蓋線 (cartilage roof line) ・ 骨性

臼蓋|賄 と 関節唇の 中心 を 結ぶ線であ る . 骨'性 臼蓋

|燭 は骨性 臼 葦の 凹膏か ら 最初 に l関骨外壁 の 凸警 に

移行す る 点 で あ る .

d ) α 角 : 基線 と 骨性 臼 蓋線 の 問 の fiEj で あ る .

e ) 日 角 : 基線 と 軟骨性 臼 蓋線の 聞 の 角 で あ る .

a 

図 3. Type 1 の模式図 (a) と 画像 (b )

a 
Type II c、
求心性 不良
43' < α <49・
70' < ß <77' 、

図 5. Type II c と Type D の模式匡I (a) と 画像 (b)

3 ) 画像の タ イ プ分類

骨頭 の 求心性， 骨性 臼蓋|賄の 形， 軟骨性 臼 蓋の

形 と 位置， α 角 ， ß 角 な ど か ら 以下 の よ う に 分類

さ れ る .

a )  Type 1 ( 図 3) : α 角 が 600 以 上 の 正常発育

の股関節であ る . 骨頭 の 求心性 は 良好で、軟骨性 臼

葉 は 幅 の 狭 い 底辺 の 三 角 形で骨頭、 の 外側 に 位置 す

る . 骨性臼 葦 |賄 は 鋭角 か や や 丸 い 程度 で あ る . 日

角 が 550 以 下 の 時 Type 1 a， 560 以上で Type 1 b 

と 分類 さ れ る .

b )  Type II ( 図 4) : α 角 が 500 以 上 で 600 未満

の 少 し 発 育 の 惑 い 関 節で あ る . 骨頭の 求心性がや

や悪 く ， 骨性 臼 蓋|備 は 少 し 丸 く な り ， 軟骨粗: 臼 葦

はやや底辺 の 広 い 三 角 形 と な る . 生後 3 か 月 未満

で Type 1I a， 3 か 月 以 上で Typ巴 lI b に 分類 さ れ

る .

c )  T y p e  II c お よ び T y p e D ( 図 5) : α 角 が

430 以 上 500 未 満 の 発 育 不 全 の 関 節 で あ る . 宵'顕

求心性 は か ろ う じ て 保 た れて い る 状態で， 骨性 臼

葦l燃 は 丸 く な る . 軟骨性 臼 蓋 は 底辺が幅広の 3 角
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a 
Type ill 

非求心性 l
軟骨性臼董が骨頭の内上方にある

Type ill a 

図 6. Type ill a の模式図 (a) と 画像 (b)

a Type N 
非求心性 l

軟骨性臼蓋が骨頭の下内方 に存在する

関節包

図 8. Type N の様式図 (a) と 回像 (b)

形 と な り 骨頭 の 上 方 に 存在 す る • ß 角 が 7r 未満

の 場合 Type II b， そ れ以 t で Type D と 分類 さ

れ る .

d )  Type m : 非求心性の脱臼股で、 あ る . 骨性

臼 叢 は 骨頭 を 被覆せず， 骨性 臼 蓋|賄 は 平坦 と な る .

軟骨性 臼 葦 は 骨頭 の 内 上方 に 存在 す る . 軟骨性臼

葦が無エ コ ー の 時， Type ill a ( 図 6) ， 変性 を 起 こ

し エ コ ー を 生 じ る も の を Typ巴 1II b ( I�I 7) と 分類

す る .

e )  Type N ( 図 8) : 高位 脱 臼 股 で あ る . 骨性

臼叢|賄 は平坦で， 軟骨性 臼 蓋 は 骨頭の 内下 方 に 存

在 す る .

4 ) 超音波検査の実技指導

こ の セ ミ ナ ー の最大の特徴は乳児健診な どで受

診 し た 乳 児 に 協力 し て も ら い ， 実 際 に 乳児 の股関

節 に プ ロ ー プを 当 て ， 検査の笑技指導 を 行 う こ と

で あ る . Graf は 診 断 可能 な ス タ ン ダー ド 画 像 の

条件 と し て ， ① 腸骨外壁が画像上垂直で あ る こ

と ， ② 腸骨下端が明瞭 に 描 出 さ れて い る こ と ， ①
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a Type 皿 b
軟骨性臼蓋がヱ コ ーを呈する もの

図 7. Type lIl b の模式図 (a) と 画像 (b)

関節唇が明瞭 に 摘 出 さ れて い る こ と ， の 3 つ を 挙

げて い る ( 医1 1 ) . 実習 で は こ の ス タ ン ダー ド の 画

像 を 描 出 す る た め の 条件や コ ツ を 指 導 し て い る .

考 察

セ ミ ナ ー に 際 し て は ， 乳児相 手 の 実習 を 行 う こ

と か ら ， 大勢の受講者が取 り 囲 む こ と に は 難があ

る た め ， 指導 ス タ ッ フ 1 名 に 対 し て 3 名 程度が限

度 と 考 え ， 1 回 に つ き 15 名 ほ ど を 募集 し て い る .

幸 い 各 回 と も 受講希望 の 申 し 込み が多 く ， 昭和 62

年 ( 1987年) 5 月 の 第 l 回 か ら 平成 20 年 (2008年)

2 月 の第 44 回 ま でに， 受講者は 704 名 を 数え て い る .

現在， 公的機関で、超音波脱臼検診 を 行 っ て い る

の は ， 新潟市保健所， 長野県下諏訪町 (信濃 医療福

祉セ ン タ ー と 提携 ) ， 富 山 県射水市 (射水市民病院

と 提携 ) な ど で， 新 潟 県胎 内 市 で は 中 条 中 央病 院

で， ま た 仙 台 市で、 は 整形外科医 会 と 小児科医会が

提携 し て 検診 を 行 っ て い る

今後， こ の セ ミ ナ ー の 受講者が全国各地で検診

を 行 い広 め て い く こ と を 期待 し て い る .

ま と め

乳児股関 節 エ コ ー セ ミ ナ ー で 行 っ て い る Graf

法 に よ る 乳児股関節超音波診断法 の 内 容 に つ い て

報告 し た .
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| A bs加ct l
The Seminar for the Ultrasonographic Examination of the Developmental 

Dislocation of the Hip of the Baby 

Seiya Hatakeyama. M. D. 

Niigata-Ken Hamagumi Medical and Educational Center for the Handicapped Children 

The training committee of the ]apanese Society of Orthopedic Ultrasonocs opens the seminar for 
the ultrasonogaraphic examination of the developmental examination of the hip of the baby with 
the Grafs method. The seminars were held 44 times until now and 704 persons were attended. We 
hop巴 that this method will be widespr巴ad in the whole ] apan in the near future. 
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